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なった。Pin1 siRNA群とNC siRNA群でのEtoposide刺激細胞において、Pin1 siRNA投与細
胞ではPin1の核内移行が減少し、Pin1、Runx2、Osterixの発現低下が認められた。また、
同細胞ではALP染色の染色性も低下した。  
考察 
MG63細胞に対する0.1μM Etoposide刺激において、DNA損傷が誘導された。しかし、こ
の濃度では増殖活性の低下や細胞老化は認めなかったことから、同濃度刺激では軽度DDR
が誘導されたと考える。また、軽度DDRは骨分化誘導とPin1の活性を亢進させた。Pin1を
ノックダウンさせると、骨分化マーカーの発現を有意に低下させ、ALP染色法の染色性も
低下させた。これらの結果は、DDRにより誘導された骨分化にはPin1の活性化が重要で、
活性化したPin1がRunx2などの骨形成の主要な調節因子と直接相互作用する可能性が示
唆された。 
結論 
 低濃度Etoposide刺激はPin1活性化を介した、DDR誘導性の骨分化を促進する可能性が
示唆された。 
